
３．教育実習の充実 
本ＧＰにおいては、事業の狙いの一つとして、教育実習の際に、すべての附属学校（特

別支援学校を除く）において、特別支援教育コーディネーターによる特別支援教育に関す

る説明を行なうことによって、卒業前に特別支援教育の基本的な知識・技能の確認を行な

うことをめざしてきた。最終年度である今年度は、昨年度のアンケート結果をふまえ、各

附属校の特別支援教育コーディネーターによって使用されるＤＶＤの改訂版を作成し、さ

らにＤＶＤの解説書を新たに作成した。今年度の、本ＧＰにおける教育実習の充実にかか

わる仕事は以下のとおりである。 
 

１）東京学芸大学特別支援教育コーディネーター委員会への参加 
 今年度から正式に発足した第１回東京学芸大学特別支援教育コーディネーター委員会

（６月２１日）に参加し、本ＧＰで作成したＤＶＤの改訂版と、ＤＶＤ解説書を紹介する

とともに、コーディネーターの教員全員に配布した。また、ＤＶＤを使用してのアンケー

ト（コーディネーター用と学生用）を依頼した。 
 

２）附属校全教員へのＤＶＤ解説書の配布と附属全校へのＤＶＤ解説書のＰＤＦファイル

の送付 
上記のコーディネーター委員会の際の、コーディネーター委員の先生からの希望により、

冊子を附属校の教員全員に配布するとともに、冊子のＰＤＦファイルを各校に送付した。 
 

３）「特別支援教育ワンポイント講習ＤＶＤ」に関するアンケートの実施とその結果 
「特別支援教育ワンポイント講習ＤＶＤ」についてのコーディネーターの先生方へのア

ンケートを実施した結果、１１の附属学校園中１０の学校園のコーディネーターから以下

のような意見があった。 
・前回のものより見やすくなった。 
・事例がのっていて、実習の話題につなげやすい。 
・特に保護者の声が有効だった。 
・ＤＶＤの解説書があったので、印刷して学生に配布できた。 
・できればもう一つ違う角度からの事例があるといい。 
・ＤＶＤに登場する子どもに対する具体的な指導例を入れてもらえないか。 
・高校生にも対応できるものが欲しい。 
 一方、学生の側のアンケート結果は、有効回答数９１１名で、役に立ったかどうかにつ

いては。「はい」が 81％、「いいえ」が４％、「わからない」が１５％であった。また、以下

のような意見があった。 
・１年生の時の授業内容の復習になった。 
・短時間に特別支援教育の歴史的背景から支援の実際までコンパクトにまとめられていた。 
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・チーム支援の考え方についてよくわかった。 
・複数の事例について紹介して欲しかった。 
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４）特別支援教育ワンポイント講習 DVD 解説書 
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